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2009年度 第1回 （2009.4月～2009.9月）

（目的）

東南アジアの生物多様性保全に関わる現地の若手研究者を鹿児島大
学に招聘し、日本の教育・研究システムの中での研修や交流を通じて
研究能力の向上をはかる。

（招へい研究者） １１名
インドネシア (4名)； インドネシア科学院(LIPI)、アンダラス大学
マレーシア (3名)； サバ大学、トレンガヌ大学
タイ (4名)； カセサート大学、スラナリ工科大学

鹿児島をフィールドとした生物資源の

多様性保全のための国際教育プログラム



多島圏研究センター（現国際島嶼
教育研究センター）主催セミナー

2009年7月24日
Histories of the Before: Leluh, 
Nan Madol, and the Deep Past

Dr. David Hanlon
(Prof. University of Hawaii,
センター客員教授)

野外研修； 世界自然遺産屋久島

2009年7月28～31日
（右の写真は、その一こま）

招聘期間中に実施したプログラム



東・東南アジアにおける生物資源多様性保全に

関するワークショップ

2009年8月10日 於 鹿児島大学

鹿児島や招へい研究者の母国である熱帯アジア地域の生物の
多様性について、その研究の現状、保全の対策などについて議論
し参加者の共通認識を深めることができた。



2009年度 第2回（2009.10～2010.9）

生物多様性研究能力向上のための

国際教育プログラム

（目的）
様々な生物群を材料にして研究している参加者に、先端機器の取り扱い
等を含め、様々な研究手法の研修を通して研究能力のレベルアップを
図る。

（招へい研究者） 12名
インドネシア (4名)；インドネシア科学院(LIPI)、アンダラス大学

マレーシア (4名)； サバ大学、トレンガヌ大学、プトラ大学

タイ (4名)； カセサート大学、スラナリ工科大学



International Workshop
Biodiversity and its management
in East and South-East Asia (1)

2010.3.23

★ Research report by Young scientists of    
International Training Program (ITP), 
JSPS, 2009

★ JSPS Exchange Program for East  
Asian Young Researchers

★ Research reports of Research 
Promoting Strategic Program of 
Kagoshima University, 2009



International Workshop
Biodiversity and its management
in East and South-East Asia (1)

March 23, 2010, Kagoshima University



☆ マレーシア プトラ大学、マレーシア トレンガヌ大学 （April ～ May)
☆ インドネシア アンダラス大学 (May ～ June）
☆ マレーシア サバ大学 (May ～ June）
☆ インドネシア科学院 (LIPI)   (May ～ July)

Biodiversity and its management in 
East and South-East Asia (April – July, 2010) (2)



Soil Microbiology Group from Kasetsart University and          
Suranaree University of Technology, THAILAND :

Schedule;
・ Arrival: Aug. 24, 25.
・ Discussion and Seminar:  ～ Sept. 10
・ Attend to 1st Asian Congress on Plant - Microbe symbiosis 

and Nitrogen Fixation (APMNF)(Sept. 20 – 24, Miyazaki).
・ Interchange with other Asian countries’ young scientists, 

working on biodiversity of soil microbiology, symbiotic and 
pathogenic bacteria, functionally effective bacteria etc.

・ Departure: Sept. 28, 29.

Biodiversity and its management in 
East and South-East Asia (2010, Aug. – Sept.) (3)



他の国際交流プログラムとの連携

・ ITPによる若手研究者の派遣

2007年度 ～ 2010年度 延 38名

・ 日本学生支援機構(ＪＡＳＳO)の特別枠による招へい
2009年度 3名 (インドネシア）、2010年度1名（タイ）
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鹿児島大学の国際戦略

第2期中期目標

国際的に活躍できる人材の育成

鹿児島大学は、アジア・太平洋諸地域との学術交
流・教育交流を通じて、国際交流拠点としての機能
を高め、国際的課題の解決に貢献し、グローバル化
時代に活躍できる人材を育成する。

＊その一環として、鹿児島大学では今年度から学部生や大学
院生を帯同する海外研修を行う授業科目に参加する学生に
対して経費の部分的支援を開始した。



ご静聴ありがとうございました。

Thank you for your attention.
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